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夜 尿 症 に対 す るConto1使 用 経 験

特 にConto1・Alinamin併 用 療 法 に就 い て

福岡県立朝倉病院(院 長 池内 貫一郎博士)

泌尿器科医長 鮫 島 博

     EFFECT OF CONTOL ON NOCTURNAL  ENURESIS  : 

          ESPECIALLY COMBINED THERAPY OF 

              CONTOL AND ALINAMIN 

                         Hiroshi  SAMESHIMA, M. D. 

      From the  Department of Urology, Asakura Prefectural  Hospital, Fukuoka, Japan 

                          (Chief : H.  Sameshima, M. D.) 

   Pathogenesis of nocturnal enuresis without organic lesion is still obscured and there are 

many discussions about it, none of which can entirely explain all of the cases. Treatments 

reported so far are also quite variable, and it is sometimes difficult to make a choice of them. 
   CONTOL was applied to children with bed wetting combined with administration of 

ALINAMIN, and the following result was obtained. 

   1) The treatment was effective in  87.5%. 

  2) Dosage of CONTOL should be 30 mg, and that of ALINAMIN 50 to 100 mg. 
   3) Medication should be continued at least for 4 weeks. 

   4) No side effect was experienced.

緒 言

夜尿症の発症因子は極めて複雑であつて,従

来唱えられているものの中で代表的なものを列

記してみても,自律神経特に副交感神経緊張説,

脳下垂体 ・性器等の発育不全説,脳 脊髄圧充進

説,膀 胱頸部 ・後部尿道乃至外括約筋異常説,

膀胱内圧変化説等をはじめ枚挙に暇がない 吾

々が実際の治療に際 し困惑するのは 目前の患者

をどの説に従つて治療すぺきかという点で,又

ヒれらの患者の殆 どが種々の臨床検査法によつ

ても原因と考えられる器質的病変を有しないい

おゆる真性夜尿症に属する症例であることも吾

々の困惑を助長している.従 つてこの治療法も

数十種類に及ぶものが報告 されているが,吾 々

を満足せしめるようなものが存在 しないのは甚

だ遺憾である.

従来夜尿症に対する治療法 として挙げられて

いるものを大別す ると,1)一 般 療法,2)精 神療

法,3)理 学 的療法,4)薬 物 療法に分けられ ると

思 う 吾 々は主 として第4の 方法を採 用し,そ

れに精神療法乃至 は一般療法 を併用 して実際面

での治療 を行なつて来たのであるが,満 足すべ

き結果が得 られていないのは 既 述 の 通 りで あ

る.

著者 は今 回新 に 世 に 出 た精 神 神経 平 衡 剤

Contolを 少 数例ではあ るが真性夜尿症 に 応 用

し,こ れにAlinaminを 併 用する事に よつて従

来使用 されている中枢 神経興奮 剤,自 律神経 安

定剤,ホ ルモソ剤,そ の他種 々の薬 剤に優 ると

も劣らない成績 を得たので簡単 に報告す る.

実 験 成 績

A.Conto1単 独使用群

Contolの 単独使用を行なつたのは第1表 に示す如

く7例 で,男 女比は4=3,年 令は8～21才 であつ
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第1表Conto1単 独 使 用 例

症例

1

2

3

4

5

6

7

年令

13

8

lI

9

14

21

13

性

6

♀

6

δ

♀

♀

♂

夜 尿 状 況

毎夜1回時に2回

殆ど毎夜1回

週2～3回

殆ど毎夜

殆ど毎夜

毎夜1回

週2～3回

性 格

温和内攻的1

神 経 質

普 通

普 通

普 通

陰 気

神 経 質

学業

上

下

中

中

下

下

中

既往の治療

不明の注
射内服薬

な し

な し

な し

Conto1投 与 法

20mg分3

8W

10mg分3

3W

20mg分3

2W

効 果

(帯)

(一)

(士)

lomg分3

2W (一)

不明の内服薬r
30mg分3

4W

な し

注 射

30mg分3

1W

30mg分3

6W

(粁)

不 明
(通院中止)

副作用

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

注W…week

た,

夜尿状態は,表 示したものは夜間周囲のものが放置

していた場合の状態で,毎 夜一定時間に1～2回 排尿

の為に覚醒せしめれば夜尿を防止し得る症例も含まれ

る.

Conto1投 与法は1日10～20～30mgを3回 に分服

する形式をとつた.そ して一応の治癒判定は原則とし

て投薬4週 後に行なつた.表 示の如 くその成績は著効

2例,有 効1例,稽 々有効1例,無 効2例,不 明1例

であつた.

治療内容をやや詳述すると,第1例 は13才 の男児

で,生 来緯康であつたが幼児時代から毎夜1回 ,時 に

は2回 の夜尿を認める為に必ず1回(午 前2時 頃)覚

醒排尿せしめていたが,そ れでも午前5時 ～6時 頃に

夜尿を認める日が1ヵ 月中に数日はあつた.小 学校入

学後もこの状態を続け,各 地の小児科医によつて治療

を受けているが好転していない.成 績は上 の部 に あ

り,性 格は温和であるが,幾 分内攻的で,家 に客が来

ても殆んど話をせず黙つて本を読んでいる様な事が多

い 本人は口に出しては云わないが夜尿に関しては可

成 り心痛している様子で,修 学旅行を控えているので

何とか方法はないものかと来院した,

他覚的には尿所見に異常なく,膀 胱鏡検査でも異常

所見は認めない.排 泄性腎孟造影も行なつたが,腎 孟

像は全く正常であつた.依 つてConto120mgを3回

に分服せしめると同時に,こ れを服用すれぽ必ず治癒

するから夜尿はしないという確信を持つて就床する様

に繰返 し説得した.2週 間服用後からは毎夜1回 覚醒

せしめれば失敗せずに済む様になつたが,更 に2週 間

服用せしめた.

患者は数回の説得で夜半に1回 起きさえすれば失敗

しなくて済むという自信を得,性 格も明るさを取戻し

た様であつた.そ の後更に服用を続けつつ,夜 半の家

人による覚醒を1日 毎,又 は2日 毎と次第に間隔を拡

げ,治 療開始後2ヵ 月で全く夜尿を認めなくなつた.

第7例 は第1例 よりも軽症で, .夜尿は週2～3回 の

程度だつたが,こ れも前述の如き服用方法をとると同

時に患老の説得にも努力した。その結果6週 後には全

く夜尿を認めなくなつた.第5例 も殆ど毎 夜 の夜尿

で,30mg3回 分服の形式で投与したが,4週 後でも

なお週1～2回 の夜尿を認めた.但 し家人が1回 覚醒

せしめれば失敗することはない.

第2,3,4例 は投与量も少なく,治 療期間も比較

的短かかつたが,殆 ど無効であつた .

以上の成績に種々の考察を加えた結果,Conto1と

Alinaminと の併用を試みる事とした.夜 尿症に対す

るAlinamin療 法 に就いては,後 藤,佐 藤両者の報告

があ り・特に佐藤は1日75～100mgの 大量を2～7

週に亘つて投与し,可 成 りの効果を挙げている様であ

る.従 つてこの作用機序の全 く異ると思われる2者 を

併川すれば・夫々単独の場合より遙かに大きな効果が

期待し得るのではないかと考えたのである。

BConto】 ・Alinamin併 用群

Alinaminの 薬理作用及び臨床的応用範囲は各科領
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域において膨大な研究が行なわれ,そ の効果も確認さ

れているが,夜 尿症に対する応用は前述の後藤,佐 藤

両氏のみの様である.そ して確かにその効果は認めら

れているが作用機序の詳細は明かにされていない.

恐 らくは広い意味での全身状態の好転乃至は神経系統

の賦活という点に大きな比重がかけられるべきであろ
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う.

対称とした症例はContol単 独使用による無効例及

びその後に来院した患者であって,前 者3例,後 者5

例の計8例 である.そ の詳細は第2表 に示す通 りであ

る.患 者は8～18才 の男女でその比は44で ある.

Contol量 は単独使用群での使用例を考慮し,10才

第2表Conto1・Alinamin併 用例

症例 年令 性 夜 尿 状 況 性 格 学業 既往の治療 投 与 法 効果 副作用

1 8♀ 殆 ど毎夜 神 経 質 下
C10mg

3W

C30mg

A50mg

4W
(朴)(一)

2116週2～3回 普 通 中
C20mg

2W

C30mg

AIOOmg (+)(一)
4W

396殆 ど毎夜 普 通 中
ClOmg

2W

C30mg

A50mg

4W
(冊)(一)

418♀ 殆 ど毎 夜 陰 気 下 不 明

C30mg

A100mg (什)(一)
4W

516♀ 毎 夜1回 時 に2回 陰 気 下 不 明

C30mg
A!oomg (一)(一)
4W

6166殆 ど毎 夜 温 和 中 不 明

C30mg
Aloomg (帯)(一)
4W

713♀ 週2～3回 温 和 中 不 明

C30mg

Aloomg (粁)(一)
4W

8 15 δ 殆ど毎夜 神 経 質 中 不 明
C30mg

Aloomg

4W
(柵) (一)

注C…Conto1,A…Alinamin,W…week

以下 の小 児で も1日30mgを 使 用 した.Alinamin量

は佐藤 の報 告 を参 考 と し,10才 以 下 の症 例 で は1日50

mg,10才 以 上の もの には1日100mgを 使 用 し,以 上

を3回 に 分服 せ しめ た.

その成積 を やや 詳 述 す る と,1,2,3例 は 単 独使

用 での無 効例 で,そ の量 も1日10～20mgで あつ た

が,Alinaminと の 併 用 に際 し何れ も1日30mgを 投

与 した.Alinaminの 方 は1,3例 は50mg,第2例

はiobm9を 投与 した.第1例 は4週 間 の服 用 で殆 ど

毎夜 の如 く現 れ た夜 尿 が 週1～2回 と減 少 し,現 在 な

お服 用中で あ る.第3例 もConto11日10mg,2週

間投与 して無 効だ つ た例 で あ るが,Conto1を30mg

とし,こ れ にAlinamin100mg併 用 して4週 間 服 用

し夜尿は 完 全 に消 失 した,し か し第2例 は 同様 の服 用

方法を4週 間続けたにも拘らずやや回数が減少したの

みであつた.第4例 以下は本療法の初回治療群で何れ

も10才以上であるためContol30mgとAlinamin100

mgを 併用した.何 れも4週 間使用後の状態を基準と

して判定したが,こ れは本論文を作成するためにそう

したのであつて,そ の後も服用を続けている症例も勿

論ある.第6,8例 は夜尿は殆ど完全に消失し著効を

おさめ,第4,7例 は殆ど毎夜の夜尿が凡そ週1回 位

にまで恢復したが,第5例 では4週 間の投与でも殆ど

無効であつた.

総括及び考按

従来夜尿症の薬物療法の主流をなしているも

のは,中 枢神経興奮剤乃至は鎮静剤,自 律神経



626 鮫 鵬一 夜 尿 症 に対 す るConto1使 用 経験(Alinamin併 用療 法)

安定剤乃至遮断剤に属す るもので,そ の他 に使

用 されるものとしては性ホル モソ・副腎皮質 ホ

ル モソ及びその他のホルモン剤が多い1こ れは

夜尿症患者 において膀胱 の神経性緊張充進 や・

自律神経不安定状態が見 られるとの諸報告を根

拠 としている.こ れ らの薬 剤に就 いてその概 略

を記す と,

1)中 枢 神経 興奮剤 として文献的 に最初に見

られ るのは覚醒 ア ミソた るペル ビチンで,本 邦

ではヴニ ツカ ミソを用いた報告も知 ら れ て い

る.又 更にペル ビチン とカテラン注射 との併用

療法即 ち大脳皮質興奮増強+暗 示療 法が高度の

治癒率 を示 した との報告 もあるが,実 際的 には

現在覚醒 ア ミンの使用は制限 をうけていて一般

的な治療法 とは云えない.又 最近は リタ リン,

メ トラン等 も用いられているが,投 薬 中止後は

再発する傾 向が認められている.

2)自 律 神経 安定剤乃至遮断剤

これ に関する報告は甚だ多 く,使 用 された薬

剤も古 くはア トロピン,ピ ツイ トリンか ら比較

的新 しい所 でファイナ リン・バンサイソ・ プロ

バンサイン等まで多種多様に亘つている.最 近

ではメプ ロバメー ト.ク ロール プロマジン等に

よる報告が多 く,特 に後者に関する報告が多い

が,投 薬中止後 の再燃の問題に関 しては まだ結

論を出す所 まで至つ ていない様である.

3)ホ ル モン剤

下垂体後葉ホル モン・性 ホルモン・副腎皮質

ホルモソ等が使用 され,特 に他の治療 で奏功 し

なかつた例での有効例が報告 されている.又 唾

液腺ホル モンを使用 し,著 効を得 たとの報告も

ある.

4)そ の 他の薬剤

硫酸マ グネシアの筋 肉内注射,シ ュ ワル ッマ

ン瀕液の静注,コ ン ドロイチ ン硫 酸等 が用 いら

れ,又 松浦等による胎盤漿 の注射 も約709/oの 有

効率 を得 ている.

以 上の諸治療法は全 て70～80%の 有 効率 を得

ているが,何 れ も決定的 な成果を期待す る事は

出来ない1

著 者が使用 したConto1は ク ロルジアゼ ポキ

サ イ ドの製剤で,主 として精神神経科領域 にお

い て不安,緊 張,焦 躁感の除去に使用 され,そ

の特長 として速効性が あること,副 作用が殆 ど

ない こと,そ の他が挙げ られ ている.精 神神経

科領域では既 に多 くの使用例が報告 され ている

が,そ の他の領域 では未 だ試用 の域 を出ず,泌

尿器科領域においては未 だその報告 には接 して

いない

Alinaminの 夜 尿症に対す る効果は前述の2

氏 に よつ て検討 され,そ れ ぞれ 可成 りの効果が

認め られ てい るが,更 にその効果 を確実 にす る

為 に著者は両者 を併用 する ことを考 えた.そ の

根拠は,一 般に夜尿症患者 は神経質 であ り,内

攻性 を有す る小児が多い ことか ら,Contolの

馴 化作用,筋 弛緩 作用,抗 痙攣作 用等の発現を

期待 し,且 つ又本 症患者 は常に本人の周囲の人

々に対 し,劣 等感を有 してい るので,そ れに起

因す る不安,緊 張,焦 躁感 を除去 した ら或は好

結果 を得 るの ではないか と考 えたか らである.

又投薬 に際 しては,こ れで絶対 に治癒 す るとの

強い暗示 を与 えて本症 患者の不 安感 を除去す る

ことに努 めた.

著 者が得た成績を検討す ると,単 独使 用群 に

おいては7例 中著効2例,有 効2例,稔 々有効

1例,無 効2例,不 明1例 で,他 の薬剤に比べ

特に差は認め られ ない 勿論初め ての試みなの

で,投 与 方法等 に検討 の余地は十分 に認め られ

る.即 ち1日10mg使 用 例は2例 共 に無効,1

日20mg使 用 例は著効1,梢 々有効1例,30

mg投 与 例は不 明(通 院 中止)の1例 を除 き著

効1,有 効1で 投与量 の増 加 と共 に成績は 向上

してい る.以 上の結果 か ら少な くとも投与量は

1日3(㎞g或 はそれ以上投与 しなければ好結果

は期待 出来ない、又投与 日数も有効 例は全 て4

週 以上投与 した例 であつ て,Conto1の 効 果は

1日30mg以 上,4週 連続服 用が絶 対条件 と考

え られる.

以上 の結果か ら併用群に おい てはContol1日

30mg投 与 を原則 と した.Alinaminは10才 を

境 に してそれ以上は100mg,以 下 は50mgと

した.し か しこれは特 に理論的根拠が あつた訳

ではない その結果は表 の如 く,単 独使用 で無

効の3例 において著 しい効果 を認 め,そ の他 の
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例を含めて8例 中無効は1例 にすぎず・87.50/o

の有効率を得た.こ れらの結果の永続性に就い

ては更めて遠隔成績を検討 しなければならない

が,現 在の段階では極めて優れた成績で,日 常

常用すべき治療方法であると云える.

なお臨床成績と学業 との関連については明確

には断じ得ないが,成 績のよい者に好結果が得

られる様な傾向を示 した.な お又全例を通 じ副

作用と思われるものは全 く認めなかつた.

結 語

原因と考 えられ る器質的病変 を認め ない真性

夜尿症に対 し,Conto1単 独,及 びContol・Ali-

namin併 用 によ る治療 を試み,次 の如 き結果

を得た.
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1)Contol・Alnamin併 用 群に おいて87.5%

の有 効率 を得た.

2)使 用量はContol30mg,Alinamin50～

100mgが 望 ましい

3)投 与 日数は最小限度4週 間持続すべ きで

ある.

4)副 作 用は全 く認め られ ない
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